










編 集 後 記
大阪大学は世界の トップ10に 入る大学をめざした改革が進んでお り、研究力の強化が 目標 の1つ にあが
っています。保健学科看護学専攻 においては、4月 か ら3名 の新任教授 を迎 えま した。新任 の先生方のフ
レッシュな視 点を保健学科の伝統 と融合 させて、さらなる研究力の発展が期待 され るところです。また、
附 属病院看護部は、病院がセ ンター化 し高度 な集 中医療体制へ と変革を遂げる中、教育体制の充実 をは
か り、看護部全体の質向上に向けての取 り組みが行 なわれています。
このような背景の中、本年 は8題 の応募があ り、研究によって多方面にわたる新たなケアの知見が継続
的に創出 されています。 これ らの知見が 日々の看護 の質向上 に寄与す る一助 になれば と思います。査読
にあたっては、多数の皆様 にご協力をいただきま した ことに、心 より感謝申 し上げます。
2013年 度は保健学科が開設 し、20年の節 目を迎 える年 とな りま した。大阪大学看護学雑誌も保健学科、
附属病院看護 部 と共に益々発展 していくよう、皆様のお力添 えを引き続 きいただけます よ うお願い 申し
上げます。
(編集委員長:看 護実践開発科学講座 荒尾晴惠)
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